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新 年 へ の 思 い 届 け る
　年賀状は、奈良時代から見られた年始回りのあいさつを起源に、
長く続く日本独特の習慣です。1 月 1 日、新年のあいさつを届け
る年賀状が町内各家庭へ届けられました。



架
橋
や
獅
子
島
架
橋
の
実
現
に
も
、

引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
面
で
は
、
農
業
、
漁
業
を
中

心
と
し
た
、
第
一
次
産
業
の
振
興
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
特
に
農
業

の
基
幹
作
物
で
あ
る
、
バ
レ
イ
シ
ョ

の
価
格
補
償
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の

制
度
設
計
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

一
方
、
小
中
学
校
の
統
合
再
編
を

始
め
、
防
災
対
策
、
ホ
テ
ル
整
備
、

庁
舎
の
あ
り
方
な
ど
課
題
も
山
積
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
課
題
に

対
応
し
、
更
に
、
長
島
版
総
合
戦
略

を
基
本
に
、
地
方
創
生
に
も
取
り
組

み
な
が
ら
、
知
恵
と
工
夫
で
「
夢
と

活
力
が
あ
り
、
福
祉
が
更
に
充
実
し

た
住
民
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る

長
島
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ど
う
か
、
本
年
が
町
民
の
皆
様
に

と
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
町
政
に
対
し
、
な
お
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

け
る
自
治
体
の
取
組
と
し
て
、
福
祉

事
務
所
や
入
会
林
野
事
業
、
地
方
創

生
等
の
事
例
を
発
表
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
11
月
に
竣
工
い
た

し
ま
し
た
、「
夢
追
い
長
島
元
気
発

電
所
」
も
順
調
に
収
益
を
上
げ
て
お

り
、
本
年
度
は
、
１
年
分
を
各
公
民

館
活
動
に
活
用
で
き
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

長
島
町
は
合
併
満
10
年
目
で
、
よ

う
や
く
一
体
的
町
と
し
て
の
様
子
が

見
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
農
業
・
漁

業
者
の
元
気
を
第
一
と
し
て
、
公
民

館
も
町
も
元
気
な
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
の
年
を
迎
え
た
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
念

願
で
あ
り
ま
し
た
長
島
一
周
県
道
の

２
車
線
改
良
で
、
鷹
巣
地
区
が
完
了

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
引
き
続
き
平

尾
地
区
の
促
進
に
、
全
力
で
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

出
水
地
域
の
状
況
で
は
、
西
回
り

自
動
車
道
の
整
備
が
着
々
と
進
み
、

阿
久
根
～
川
内
間
も
事
業
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
空
港
道
路
の
整
備

促
進
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
更
に
三
県

る
県
内
最
高
の
集
客
と
、
農
業
・
漁

業
の
特
産
物
の
売
り
上
げ
に
、
大
き

な
効
果
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
週
遅
れ
の
長
島
お
さ
か

な
祭
り
で
は
、
２
万
４
千
人
を
超
え

る
人
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
長
島
の

お
魚
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

　

こ
の
一
連
の
秋
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け

で
も
、
18
万
人
の
お
客
様
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
、
長
島
の
総
合
力
が
、

県
内
は
も
と
よ
り
全
国
に
周
知
さ
れ

た
も
の
と
、
大
き
な
手
ご
た
え
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
長
島
町
は
、
活
力
は
も

と
よ
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
行
政
改

革
の
面
で
も
、
全
国
的
な
評
価
を
受

け
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

11
月
初
め
に
は
、
全
国
の
議
員
研

修
会
に
お
招
き
を
受
け
、
社
会
に
お

う
気
持
ち
の
醸
成
ま
で
、
き
め
細
か

く
計
画
し
た
内
容
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、「
ぶ
り
奨
学
金
設

立
」
や
「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
」
の
研

究
な
ど
、
こ
の
長
島
版
総
合
戦
略
の

実
践
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
町
議
会

と
し
て
全
面
的
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

町
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
町
民
と

議
会
の
意
見
交
換
会
の
開
催
な
ど
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
分
か
り
や
す
く
情
報
を
お
伝

え
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

町
政
に
お
い
て
は
、
長
島
本
島
地

区
の
学
校
統
合
再
編
に
向
け
た
検
討

も
続
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
総
合

運
動
公
園
や
大
型
宿
泊
施
設
、
消
防

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
町
議
会
の
運
営
に
深

い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
指
導
・
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
国
民
文
化
祭
の
関
連
行

事
と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
な
が
し

ま
造
形
美
術
展
」
で
、
県
内
最
多

の
14
万
１
千
人
の
来
場
者
を
数
え
、

お
さ
か
な
祭
り
、
夢
追
い
長
島
花

フ
ェ
ス
タ
や
焼
酎
ま
つ
り
、
各
種
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
な
ど
、
多
彩
な

催
し
で
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
町
制
施
行
10
周
年
を
記

念
し
て
開
催
さ
れ
た
、
自
治
公
民
館

対
抗
や
同
期
生
対
抗
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
通
し
て
、
町
民
の
融
和
と
親
睦

が
図
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
を
見
す
え
ま
す
と
、
昨
年
11

月
竣
工
し
た
太
陽
光
発
電
の
売
電
益

金
の
一
部
が
集
落
に
還
元
さ
れ
、
集

落
の
尚
一
層
の
活
性
化
に
向
け
た
活

動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
長
島
大
陸
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
と
長
島
版
総
合
戦
略
」
は
、
転
出

抑
制
の
た
め
の
雇
用
の
確
保
、
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
と
水
産
業
の
ブ
ラ

ン
ド
確
立
に
大
き
な
目
標
を
持
ち
、

さ
ら
に
、
移
住
促
進
政
策
と
し
て
、

長
島
へ
の
関
心
、
町
民
と
の
交
流
、

「
長
島
を
一
緒
に
育
て
た
い
」
と
い

長島町議会議長

児島　薩男

長
島
版
総
合
戦
略
の
効
果
に
期
待

長島町長

川添　健

合
併
10
周
年 

新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
に

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

明
る
く
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
長
島
町
行
政
推
進

に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
長
島
町
は
、
合
併
10
年
目

を
迎
え
、町
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
、

ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

特
に
昨
年
は
、
合
併
10
周
年
を
記

念
し
た
特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
多
数

開
催
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
、
農

業
、
漁
業
な
ど
産
業
の
振
興
を
図
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
県
の
国
民
文
化
祭
と
同

時
開
催
に
な
り
ま
し
た
、
な
が
し
ま

造
形
美
術
展
で
は
、
14
万
人
を
超
え

分
遣
所
の
整
備
な
ど
、
大
き
な
予
算

を
伴
う
懸
案
事
項
も
山
積
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、『
長
島

町
議
会
基
本
条
例
』
に
掲
げ
る
理
念

の
下
、議
会
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
町
政
課
題
の
解
決
に
向

け
、し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
重
ね
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
誠
心
誠
意
尽
く
し
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、
今
年
も
健
や
か
で
幸
多
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

毎床から出水市方面を望む
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依

存

財 源

自 主 財

源

　町民の皆さんが納める税金や国・県からの補助金は、私たちの生活をよりよくするため
にいろいろな形で使われています。
　これらがどれくらい納められ、どのように使われているかを知っていただくために、平
成 26 年度の決算を報告します。歳出は、目的別と性質別に分けてお知らせします。

普
通
会
計
決
算
の
概
要

　

平
成
26
年
度
は
、「
長
島
町
総
合

振
興
計
画
」
後
期
計
画
の
３
年
目
と

し
て
、
町
道
や
農
林
道
改
良
事
業
な

ど
積
極
的
に
事
業
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
普
通
会
計
で
６
年
連
続

と
な
る
１
０
０
億
円
を
超
え
る
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
収
支
の
状
況
は
、
歳
入
総
額

１
１
４
億
９
７
８
５
万
４
千
円
、
歳

出
総
額
１
０
６
億
１
０
７
万
４
千

円
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
８
億

９
６
７
８
万
円
で
、
実
質
単
年
度
収

支
は
６
８
７
２
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
町
道
整
備 

12
億
１
８
６
２
万
円
、
港
湾
整
備

５
億
６
６
０
１
万
円
、
文
化
ホ
ー
ル

改
修
事
業
８
３
６
６
万
円
、
鷹
巣

駐
在
所
住
宅
・
事
務
所
新
築
事
業

３
９
８
２
万
円
、
地
域
の
元
気
臨
時

交
付
金
事
業
１
億
３
５
１
３
万
円
な

ど
を
実
施
し
た
た
め
投
資
的
経
費
は

31
億
７
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
積
立
金
は
、
夢
追
い
獅
子
島
架

橋
基
金
に
１
億
５
０
０
０
万
円
、
町

有
施
設
整
備
基
金
に
２
億
６
２
６
万

円
な
ど
を
積
み
立
て
る
こ
と
が
で

き
、
基
金
残
高
も
49
億
５
１
５
０
万

円
で
前
年
度
比
２
億
１
９
０
５
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
の
報
告
を
通
じ
、
町
財

政
の
実
情
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
今
後
の
町
政
運
営
に
よ
り
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町の家計簿を公表します

町税
8 億 4404 万 9 千円

7.3％ 繰越金
6 億 2243 万 5 千円

5.4％
分担金及び負担金

1 億 6368 万 8 千円
1.4％

その他
5 億 9156 万 7 千円

5.1％

地方交付税
48 億 6415 万 7 千円

42.3％

国庫支出金
16 億 9257 万 4 千円

14.7％

県支出金
7 億 9403 万 4 千円

6.9％

17 億 4130 万円
15.1％

町債

その他
1 億 8405 万円

1.6％

投

資
的 経 費

義

務
的

経
費

そ
の

他

経
費

物件費
11 億 648 万円

10.4％

人件費
13 億 3501 万 8 千円

12.6％

投資的経費
31 億 7000 万 2 千円

29.9％

補助費
7 億 7910 万 4 千円

7.3％ 公債費
15 億 3768 万 4 千円

14.5％

扶助費
14 億 6565 万 9 千円

13.8％

繰出金
7 億 5534 万 3 千円

7.1％

積立金
3 億 5625 万 9 千円

3.4％

その他
9552 万 5 千円

0.9％

民生費
23 億 7165 万 7 千円

22.4％

土木費
21 億 3327 万 3 千円

20.1％

公債費
15 億 3768 万 4 千円

14.5％

総務費
12 億 1520 万 1 千円

11.4％

農林水産業費
11 億 1649 万 5 千円

10.5％

教育費
6 億 5522 万 7 千円

6.2％

衛生費
6 億 3855 万 4 千円

6.0％

消防費
3 億 4949 万 8 千円

3.3％

災害復旧費
2 億 5047 万円

2.4％

商工費
2 億 1782 万 1 千円

2.1％ 労働費
739 万 7 千円

0.1％

議会費
1 億 779 万 7 千円

1.0％

歳出
（性質別）
106 億
107 万
４千円

歳出
（目的別）
106 億
107 万
４千円

歳入
114 億
9785 万
4 千円

行
政
用
語
の
解
説
１

■
歳
入

　

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
収
入

■
地
方
交
付
税

　

国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
一
定

の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
税

■
町
税

　

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町
民
の
皆

さ
ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

　

前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越
し
た
お
金

■
繰
入
金

　

町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

　

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
負
担
金
・
補
助
金
等

■
町
債

　

町
が
借
り
入
れ
た
お
金

　町の財源には、町税などの自分たちで収入を得る「自
主財源」と、地方交付税などのように国や県などから
交付される「依存財源」の２種類があります。自主財
源が多いほど、自主性が高いまちづくりができます。

　本町の平成 26 年度決算では、町税や分担金及び負担
金などの自主財源が 22 億 2173 万 9 千円（19.3％）、地
方交付税や町債などの依存財源が 92 億 7611 万 5 千円

（80.7％）でした。

自主財源は 19.3％

　義務的経費とは、町で働く職員の人
件費や国などへの借金返済額を表す公
債費、児童や高齢者などを支援するた
めの扶助費などのことです。
　本町の平成 26 年度決算の歳出では、
義務的経費が 40.9％を占めています。

義務的経費が 40.9％

平成 26 年度決算報告

行
政
用
語
の
解
説
２

■
歳
出

　

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等

の
支
出

■
総
務
費

　

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事

務
、
財
政
事
務
、
選
挙
事
務
な
ど
の
経
費

■
民
生
費

　

社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老
人
福

祉
、
児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

　

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃
棄
物

処
理
な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

　

農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

　

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港
湾
、

公
営
住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

　

消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被
害
軽

減
な
ど
の
経
費

■
教
育
費

　

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社
会

教
育
な
ど
の
経
費

■
公
債
費

　

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
お

金
の
償
還
金
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一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
25
議
案
を
可
決

　

平
成
27
年
第
４
回
長
島
町
議
会
定

例
会
が
、
12
月
10
日
か
ら
21
日
ま
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
町
有
施

設
整
備
基
金
積
立
金
や
県
営
土

地
改
良
事
業
負
担
金
、
地
方
債
の

繰
上
償
還
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
平

成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
１
億
２
９
２
７
万
７
千
円
追
加
）

や
長
島
町
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

と
長
島
町
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
の

管
理
者
指
定
な
ど
を
含
む
25
議
案
が

可
決
。「
商
工
会
に
対
す
る
平
成
28

年
度
補
助
金
等
に
関
す
る
要
望
書
」

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
（
財
政
健
全
化
法
）

で
は
、
毎
年
度
、
前
年
度
の
決
算
を

提
出
し
た
後
、健
全
化
判
断
比
率（
実

質
赤
字
比
率
、連
結
実
質
赤
字
比
率
、

実
質
公
債
費
比
率
、将
来
負
担
比
率
）

と
、
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
比

率
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
決
算
に
基

づ
く
長
島
町
の
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

１　

健
全
化
判
断
比
率	

　
①
実
質
赤
字
比
率

　

各
年
度
の
経
営
状
況
を
示
す
指
標

で
、
一
般
会
計
な
ど
の
実
質
的
な
赤

字
額
が
、
標
準
的
な
状
態
で
収
入
が

見
込
ま
れ
る
自
治
体
の
一
般
財
源
の

規
模
（
標
準
財
政
規
模
）
に
占
め
る

比
率
を
表
し
ま
す
。
本
町
の
一
般
会

計
な
ど
は
黒
字
の
た
め
、
実
質
赤
字

比
率
は
算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
が
一
般
会
計
な
ど

の
実
質
的
な
赤
字
額
で
あ
る
の
に
対

し
、
こ
ち
ら
は
自
治
体
の
す
べ
て
の

会
計
を
通
し
て
の
赤
字
額
が
、
標
準

財
政
規
模
に
占
め
る
比
率
を
表
し
て

い
ま
す
。
本
町
の
全
て
の
会
計
は
黒

字
の
た
め
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
は

算
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
③
実
質
公
債
費
比
率

　

自
治
体
の
公
債
費
に
よ
る
財
政
負

担
の
度
合
い
を
判
断
す
る
指
標
で
、

３
カ
年
の
平
均
で
示
さ
れ
ま
す
。
公

債
費
と
は
、
自
治
体
が
発
行
し
た
町

債
の
元
本
の
返
済
や
利
息
の
支
払
い

な
ど
に
要
す
る
経
費
で
す
。
本
町
の

実
質
公
債
費
比
率
は
９
・
２
％
と
な

り
、
早
期
健
全
化
基
準
25
％
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
④
将
来
負
担
比
率

　

自
治
体
が
将
来
に
支
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
財
政
負
担
が
、
標

準
財
政
規
模
の
何
倍
に
あ
た
る
か

を
示
す
指
標
で
す
。
本
町
の
将
来

負
担
比
率
は
11
・
７
％
と
な
り
、
早

期
健
全
化
基
準
（
３
５
０
％
）
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

２　

資
金
不
足
比
率

　

簡
易
水
道
や
下
水
道
事
業
な
ど
の

公
営
企
業
ご
と
の
各
年
度
の
経
営
状

況
を
示
す
指
標
で
、
各
公
営
企
業
の

資
金
の
不
足
額
が
各
企
業
の
事
業
の

規
模
（
料
金
収
入
の
規
模
）
に
占
め

る
比
率
を
表
し
ま
す
。
本
町
の
公
営

企
業
に
資
金
不
足
が
生
じ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
資
金
不
足
比
率
は
算
定

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（※）「実質赤字比率」および「連結実質赤字比率」で指標（％）の表記がない（「－」
で表記している）のは、実質赤字額および連結実質赤字額がないことを表しています。

○長島町の平成 26 年度決算に基づく各指標
★健全化判断比率

★資金不足比率

（単位：％）

（単位：％）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
財
政
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

○
各
指
標
の
基
準

　

各
指
標
の
基
準
を
サ
ッ
カ
ー
に

例
え
る
と
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
に

相
当
す
る
の
が
「
早
期
健
全
化
基

準
」お
よ
び「
経
営
健
全
化
基
準
」。

レ
ッ
ド
カ
ー
ド
に
相
当
す
る
の
が

「
財
政
再
生
基
準
」
で
す
。
４
つ

の
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
１
つ
で
も
「
早
期
健
全
化

基
準
」
以
上
と
な
る
と
「
早
期
健

全
化
団
体
」
と
な
り
、「
財
政
健

全
化
計
画
」
を
策
定
し
、
自
主
的

な
改
善
努
力
に
よ
る
財
政
の
早
期

健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
同
様
に
「
財
政
再
生

基
準
」
以
上
と
な
る
と
「
財
政
再

生
団
体
」
と
な
り
、「
財
政
再
生

計
画
」
を
策
定
し
、
国
、
県
の
強

力
な
関
与
の
下
で
確
実
な
財
政
の

再
生
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
資
金
不
足
比
率
が
「
経

営
健
全
化
基
準
」
以
上
に
な
る
と

「
経
営
健
全
化
団
体
」と
な
り
、「
経

営
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、
公

営
企
業
の
経
営
健
全
化
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
26
年
度
財
政
指
標
を
公
表

平成 26 年度指標 平成25年度(参考) 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 － ( ※ ) － ( ※ ) 14.66 20.0

②連結実質赤字比率 － ( ※ ) － ( ※ ) 19.66 30.0

③実質公債費比率   9.2   9.4 25.0 35.0

④将来負担比率 11.7   2.4 350.0

平成 26 年度指標 平成 25 年度 ( 参考 ) 経営健全化基準

簡易水道特別会計

資金不足額

無し

資金不足額

無し
20.00

諸浦港埠頭特別会計

農業集落排水特別会計

漁業集落環境整備特別会計

特定地域生活排水処理特別会計

人
事
異
動

〈
課
長
級
〉

保
健
衛
生
課
長

（
保
健
衛
生
課
長
補
佐
兼
国
民
健
康
保
険
第
一
係
長
）

○
宮
脇　

良
二

総
合
管
理
課
長　

福
祉
事
務
所
兼
務

（
診
療
所
事
務
長
）　　
　
　
　
　
　

本
田　
　

満

農
林
課
長
（
保
健
衛
生
課
長
）

兒
玉　

修
二

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

（
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
第
一
係
長
）

○
中
間
く
る
み

診
療
所
事
務
長

（
税
務
課
長
補
佐
兼
町
民
税
第
一
係
長
）

○
城
戸　

隆
也

議
会
事
務
局
長

（
議
会
事
務
局
次
長
兼
議
事
第
一
係
長
）

○
竹
本　

浩
憲

税
務
課
参
事

（
総
合
管
理
課
長　

福
祉
事
務
所
兼
務
）

松
田　

宗
之

農
林
課
参
事
（
農
林
課
長
）

本
田　

勝
郎

議
会
事
務
局
参
事（
議
会
事
務
局
長
）

福
山　

眞
人

平
成
28
年
１
月

　

１
月
１
日
付
け
で
、
役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。（　

）
は
旧
職
、
〇
は
昇
任
で
す
。

〈
課
長
補
佐
級
〉

農
林
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
兼
林
務
係
長

（
農
林
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長
）　　

山
下　

俊
弘

農
林
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長

（
農
林
課
長
補
佐
兼
林
務
係
長
）　　

川
畑　

秀
紀

水
道
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長

（
農
林
課
主
幹
兼
管
理
係
長
）　　
　

○
岩
下　

友
成

税
務
課
主
幹
兼
町
民
税
係
長

（
税
務
課
主
幹
兼
町
民
税
第
二
係
長
）

江
口　

欣
二

会
計
課
主
幹
兼
会
計
第
一
係
長

（
水
道
課
主
幹
兼
管
理
係
長
）　　
　

長
元　

勝
弘

議
会
事
務
局
次
長
兼
議
事
係
長

（
議
会
事
務
局
次
長
兼
議
事
第
二
係
長
）

畠
中　

恵
美

〈
係
長
級
〉

保
健
衛
生
課
国
民
健
康
保
険
係
長

（
保
健
衛
生
課
国
民
健
康
保
険
第
二
係
長
）

波
戸　

秀
雅

〈
係
員
〉

景
観
推
進
課
技
師（
景
観
推
進
課
技
師
補
）

○
山
下　

幸
博

１
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
平
成
26
年
度
長
島
町

決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
追
加
さ
れ
た

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

企画財政課

町有施設整備基金積立金（電源立地） 35,601

夢追い獅子島架橋基金積立金 6,780

町営風力発電施設の修繕費 9,557

離島航路に対する運営費補助 7,054

地方債の繰上償還 98,372

水産商工課

宿泊施設などの改修補助金 7,000

水道課

農業集落排水処理施設の装置更新 7,884

農林課

農地集積協力金 5,563

県営県単治山事業負担金 4,000

耕地課

県営土地改良事業負担金 12,350

教育総務課

教科書改訂に伴う中学校指導用教科書購入 3,828

社会教育課

長島町町民歌作成経費 3,209

単位：千円

第
４
回
議
会
定
例
会

追加された予算の主な事業
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９
月
か
ら
町
内
の
小
・
中
学
校
で

は
、
毎
月
第
２
土
曜
日
に
土
曜
授
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

各
学
校
が
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
て

実
施
す
る
土
曜
授
業
を
紹
介
し
ま
す
。

～第４回～

土曜授業

　

鷹
巣
中
学
校
（
橋
野
博
文
校
長
、

生
徒
１
３
２
人
）
は
、
12
月
12
日
、

鹿
児
島
県
銀
行
協
会
に
よ
る
土
曜
日

特
別
出
張
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

３
年
１
組
の
、
社
会
科
の
授
業
と

し
て
行
わ
れ
た
講
座
で
は
、
貨
幣
ク

イ
ズ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
、
１
０
０
万
円

札
束
（
模
造
紙
幣
）
を
用
い
て
枚
数

を
数
え
る
札
勘
体
験
を
生
徒
が
行
い

ま
し
た
。
生
徒
は
銀
行
の
業
務
に
つ

い
て
基
礎
知
識
を
学
び
、
銀
行
で
の

仕
事
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

社
会
科
担
当
の
上
ノ
町
教
諭
は
、

「
銀
行
に
長
年
勤
務
さ
れ
た
経
験
豊

か
な
講
師
の
指
導
に
よ
っ
て
、
生
徒

は
授
業
で
の
学
習
内
容
を
振
り
返

り
、
銀
行
業
務
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
こ
と
、
生
徒
が
大
人
に
な
っ
た
と

鹿
児
島
県
銀
行
協
会
特
別
出
張
講
座

鷹
巣
中
学
校

き
に
役
立
つ
金
融
の
知
識
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
職
業
選
択
の
参

考
に
も
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
授
業
を
受
け
た
宮
路
莞
太

さ
ん
は
、「
世
の
中
は
お
金
で
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
理

解
し
ま
し
た
。
お
金
を
稼
い
で
貯
蓄

し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
感
想
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

↑
６
歳
児
む
し
歯
ゼ
ロ
表
彰
を
受
け
た
飯
尾
拓
人
く
ん（
城
川
内
）

↑模擬紙幣の 100 万円札束を使って札勘体験をする生徒

小・中学校
統合・再編

　

長
島
町
立
小
・
中
学
校
の
統
合
再

編
に
か
か
る
６
回
目
の
意
見
交
換
会

が
12
月
24
日
、
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
会

か
ら
の
出
席
は
な
か
っ
た
た
め
、
町

長
部
局
と
教
育
委
員
会
の
両
者
に
よ

る
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
統
合
再
編
に
つ
い
て

は
、
複
式
学
級
の
解
消
が
急
が
れ
る

と
い
う
認
識
で
一
致
し
て
お
り
、
対

象
の
小
学
校
に
お
い
て
説
明
会
を
開

催
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。
今

後
の
推
進
に
つ
い
て
、
開
催
の
具
体

的
な
時
期
や
説
明
会
に
参
加
を
呼
び

掛
け
る
対
象
者
な
ど
の
協
議
を
行

い
、
１
月
中
に
説
明
会
を
実
施
す
る

こ
と
及
び
説
明
会
は
保
護
者
だ
け
で

な
く
、
地
域
全
体
に
参
加
を
呼
び
掛

け
る
こ
と
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
開
催
日
時
に
つ
い
て

は
、
案
内
文
書
や
防
災
行
政
無
線
な

ど
で
、後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
の
統
合
再
編
に
つ

い
て
は
、
保
護
者
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
、
議
会
の
「
学

校
統
廃
合
調
査
特
別
委
員
会
」
の
中

間
報
告
な
ど
も
参
考
に
し
て
協
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。「
回
答
率
は
５
割

程
度
で
あ
っ
た
が
、
回
答
し
て
い
た

だ
い
た
保
護
者
の
か
た
に
は
感
謝
し

た
い
」「
１
校
に
統
合
再
編
を
望
む

割
合
が
最
も
多
く
、
こ
れ
は
回
答
率

が
高
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
結
果
は

大
き
く
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
」「
12
月
議
会
で
報
告
さ
れ
た
『
学

校
統
廃
合
調
査
特
別
委
員
会
』
の
中

間
報
告
で
は
、
１
校
に
統
合
再
編
す

る
案
と
２
校
に
統
合
再
編
す
る
案
で

は
、
議
員
の
意
見
と
し
て
は
、
僅
差

で
２
校
案
が
多
い
結
果
と
な
っ
て
い

る
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
１
校

案
及
び
２
校
案
な
ど
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
ま
し
た
が
、
統
一
し
た
方
向

性
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
協
議
を
行
い
、
次

の
事
項
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

１
．複
式
学
級
の
あ
る
田
尻
小
学
校
、

　

伊
唐
小
学
校
、
汐
見
小
学
校
で
、

　

１
月
中
に
説
明
会
を
実
施
す
る
。

２
．
説
明
会
に
は
、
保
護
者
だ
け
で

　

な
く
地
域
全
体
に
参
加
を
呼
び
掛

　

け
る
。

３
．
中
学
校
の
統
合
再
編
に
つ
い
て

　

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
も
参
考

　

に
引
き
続
き
協
議
し
て
い
く
こ
と

　

と
す
る
。

次
回
は
１
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

No.6

歯
は
健
康
の
原
点
　
～
平
成
27
年
度
よ
い
歯
の
表
彰
～

　

町
で
は
、
長
島
町
健
康
づ
く
り
計

画
に
お
い
て
、
長
島
町
に
住
む
全
て

の
人
が
一
人
ひ
と
り
健
康
で
い
き
い

き
と
生
涯
を
暮
ら
す
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
口
の
中
や
歯

の
健
康
に
さ
ら
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
歯
の
表
彰
を
行
う
こ

と
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
３
つ
の
部
門
で
計
82
人

が
、
12
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
長
島

フ
ェ
ス
タ
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

飯尾　拓人（城川内）
飯田虹之介（本　浦）
岩下　直生（浜　漉）
岩下　一葉（宮ノ浦）
宇都咲々葉（片　側）
梅川　柊磨（中　南）
大平寛太郎（上　揚）
柏木　心釈（田　尻）
上ノ川瑠奈（唐　隈）
鴨川　柊真（伊　唐）
川添壮一朗（　西　）
川畑　沙埜（本　町）
菊地　優心（城川内）
小嵜　一希（唐　隈）
小場　結菜（蔵之元）
坂元　黎希（城川内）
七條　晴仁（伊　唐）
諏訪　孔明（上　揚）
田浦　果音（母良木）
谷尾　早矢（茅　屋）
田邊幸之助（蔵之元）
永岡晃史郎（薄　井）

中川ひまり（野　中）
中元　心斗（本　浦）
中本　優一（指　江）
萩山　輝龍（火ノ浦）
濱口　琳玖（福ノ浦）
平通虎太郎（杉ノ段）
福永　悦子（城川内）
福永　寛人（指　江）
福永　素子（城川内）
舩迫　蒼空（山門野上）
堀元　優杏（本　町）
町口　鈴花（小　浜）
溝口　煌大（小　浜）
道添　泰成（蔵之元）
宮内　優希（火ノ浦）
宮路恵美奈（矢　堂）
宮脇　禅貴（福ノ浦）
宮脇　夢羽（福ノ浦）
邑山こはる（宮ノ浦）
山中　来夢（浦　底）
𠮷武ひまり（茅　屋）

【６歳児むし歯ゼロ表彰者】
就学時健診でむし歯が無かった 6 歳児

【7024 表彰者】
70 歳以上 80 歳未満で、自分の歯を 24 本以上持っている人

荒川　孝子（中　南）
飯尾　保洋（蔵之元）
岩永　政輝（唐　隈）
岩永　裕子（唐　隈）
大堂カズエ（浜　漉）
小川ツルエ（指　江）
小川　尚子（本　町）
小川　綾子（火ノ浦）
川越　正子（茅　屋）
清水　　求（蔵之元）
児島　薩男（汐　見）
坂上千代子（川床上）
竹上　末彦（薄　井）
竹田　保洋（蔵之元）

田邊　郁雄（蔵之元）
垂門　修身（山門野下）
千𥧄　清子（指　江）
堂嵜　勝一（伊　唐）
濵田チリ子（汐　見）
原田　昌子（白　瀬）
原野チミ子（川床中）
平藪　勝行（田　尻）
蒔元マチ子（上　揚）
町口　澄子（小　浜）
溝下　近志（小　坂）
山上　正美（川床下）
山上　隆之（三　船）
山坂　重信（伊　唐）

赤嵜　正人（赤　崎）
池田　重志（山門野上）
岩下喜美惠（宮之浦）
尾上　節江（葛　輪）
上　ツギエ（　西　）
北園　輝子（本　町）

小﨑　　忍（上　揚）
田ノ上美幸（広　野）
常本　昭子（伊　唐）
宮瀨　洋子（茅　屋）
吉野トシエ（菅牟田）

【8020 表彰者】　　　　　　
80 歳以上で自分の歯を 20 本以上持っている人

年
内
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
大
盛
況

　

長
島
フ
ェ
ス
タ
（
産
業
・
福
祉
・

健
康
祭
り
）
が
12
月
６
日
、
長
島
町

文
化
ホ
ー
ル
周
辺
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

獅
子
島
太
鼓
に
よ
る
太
鼓
演
奏
で

幕
を
開
け
る
と
、
文
化
ホ
ー
ル
内
で

は
、
よ
い
歯
の
表
彰
式
や
鹿
児
島
大

学
大
学
院
の
大
石
充
教
授
を
迎
え

「
ヒ
ト
は
ど
う
し
て
高
血
圧
に
な
る

の
か
～
自
宅
で
よ
り
よ
く
生
活
す
る

た
め
に
～
」
と
い
う
演
題
で
健
康
づ

く
り
・
在
宅
医
療
講
演
会
が
開
か
れ
、

多
く
の
来
場
者
が
楽
し
く
聞
け
る
講

演
会
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
脳
梗
塞
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
人
が
分
か
る
採
血
検
査
や
、
福

祉
機
器
展
示
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

文
化
ホ
ー
ル
周
辺
で
は
、
新
鮮
な

野
菜
や
魚
介
類
な
ど
の
出
店
が
軒
を

連
ね
、
長
島
町
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
に
よ
る
餅
つ
き
大
会
や
、
東
町
漁

協
に
よ
る
お
魚
大
抽
選
会
は
早
い
時

間
に
整
理
券
が
売
り
切
れ
る
な
ど
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

雨
模
様
と
な
っ
た
こ
の
日
で
し
た

が
、
祭
り
終
盤
で
の
木
の
家
の
棟
上

げ
・
餅
ま
き
や
、
お
楽
し
み
抽
選
会

で
は
雨
を
吹
き
飛
ば
す
歓
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

～
長
島
フ
ェ
ス
タ
（
産
業
・
福
祉
・
健
康
祭
り
）
～

↑お魚大抽選会で１等を引いた来場者↑体育館内で行われた JA バレイショ抽選会には長蛇の列が

↑
獅
子
島
太
鼓
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

↑
恒
例
の
餅
ま
き
は
大
賑
わ
い
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Tax News必ずチェック 最低賃金！使用者も労働者も《鹿児島県の最低賃金》

◎問い合わせ先
　鹿児島労働局賃金室　☎ 099（223）8278
　川内労働基準監督署　☎ 0996（22）3225

納期内納入にご協力ください

◎
所
得
税
の
確
定
申
告
は
お
早
め
に

申
告
期
間

２
月
16
日
（
火
）
～
３
月
15
日
（
火
）

　給与所得者の所得税は、毎月の給料や賞与から源泉徴収され、そ
の年の最後の給料や賞与の支払い時に行われる「年末調整」によっ
て精算されるため、大部分の給与所得者はあらためて確定申告をす
る必要はありません。しかし、下記に該当する人は確定申告をしな
ければなりません。
①給与の年収が 2 千万円を超える人
②給与所得や退職所得以外の各種所得金額（例：生命保険契約など
に基づく一時金を受け取った場合や、不動産の貸付による収入があ
る場合など）の合計が 20 万円を超える人
③２カ所以上から給与を受けている人
④給与所得者以外で昨年中の所得の合計額が基礎控除、配偶者控除、
扶養控除などの所得控除の額を超える人
⑤風水害などの災害に遭われた人
⑥多額の医療費を支払われた人
⑦マイホームを新築（購入）・増改築し、年末において金融機関に
借入金残高のある人
※⑤～⑦に該当する場合は、源泉徴収されている所得税が還付さ
れることがあります。
　申告・納付期限の３月 15 日間近になると、税務署の窓口は大変
混雑します。申告書は自分で書いて、できるだけ早めに提出してく
ださい。また、確定申告の作成に関する相談会場（税務署・役場）
に来場する際は、整理・集計を行った収入の分かる資料および経費
の領収書のほか、筆記用具、電卓、印鑑を持参ください。

▼確定申告をしなければならない人

▼公的年金の収入額が 400 万円以下の人
　公的年金にかかわる雑所得を有する人で、その年中の公的年金な
どの収入金額が 400 万円以下で、かつ、その年分の公的年金など
にかかわる雑所得以外の所得金額が 20 万円以下である場合は、そ
の年分の所得税について確定申告書を提出する必要はありません。
　しかし、医療費控除などによる所得税の還付を受けるためには申
告書を提出する必要があります。公的年金など以外の所得金額が
20 万円以下で所得税の確定申告の提出をしない場合であっても町
県民税の申告は必要です。

◎問い合わせ先
　出水税務署　☎（62）0200
　役場税務課町民税係　☎（86）1172［直通］

　平成 27 年分の所得税の確定申告は、２月 16 日（火）から３月 15 日（火）までとなっています。

　次の事項に注意して、確定申告を行いましょう。

地域別最低賃金

鹿児島県

最低賃金

時間額 効力発生日 適用範囲

694 円
平成 27 年

10 月 8 日

　鹿児島県下のすべての労働者に適用されます。 
　ただし、下表記載の産業に該当する場合は、各産業別最低賃金が適用
されます。

特定最低賃金（産業別最低賃金）

産業名 時間額 効力発生日 適用範囲

電子部品・デバイス・電
子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

（医療用計測器製造業を
除く、ただし心電計製造
業は含む）

732 円
平成 27 年

12 月 16 日

次に掲げる者を除く（ただし、鹿児島県最低賃金は適用されます）。
①１８歳未満又は６５歳以上の者
②雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中のもの
③次に掲げる業務に主として従事する者
　イ　清掃又は片付けの業務
　ロ　手作業により又は手工具若しくは小型動力機を用いて行う組線、
　　　巻線、かしめ、取付け、バリ取り、かえり取り、鋳ばり取り、
　　　刻印又は選別の業務（これらの業務のうち流れ作業の中で行う
　　　業務を除く。）
　ハ　手作業による包装、袋詰め、箱詰め、材料の送給又は取りそろえの業務

自動車（新車）小売業 762 円
平成 27 年

12 月 10 日

次に掲げる者を除く（ただし、鹿児島県最低賃金は適用されます）。
①１８歳未満又は６５歳以上の者
②雇入れ後６月未満の者であって、技能習得中のもの
③清掃又は片付けの業務に主として従事する者

●最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどすべての労働者に適用され、使用者は労働者に対し、最低賃金額以上の賃金を
　支払わなければなりません。
●特定最低賃金（産業別最低賃金）は、県内の特定の産業の労働者と使用者に適用されます。
　地域別と産業別の両方の最低賃金が同時に適用される場合には、高い方の最低賃金額以上の賃金を支払わなければなりません。
●最低賃金には、次の賃金は算入されません。
　①臨時に支払われる賃金（結婚手当など）　　　  ②一月を超える期間ごとに支払われる賃金 ( 賞与など）
　③時間外・休日・深夜労働に対する割増賃金　　④精皆勤手当、通勤手当、家族手当

最低賃金の引き上げの影響が大きい中小企業事業主の皆さんを支援する事業があります。
ぜひ、ご相談・ご検討ください　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　

　現在の鹿児島県の最低賃金は、次のとおりとなっています。使用者も労働者も、必ず鹿児島県の最低賃金を確
認しましょう。
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12
月

２
日

３
日

４
日

６
日

７
日

８
日

９
日

10
日
～
21
日

11
日

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

28
日

地
域
活
性
化
意
見
交
換
会
（
太
陽
の
里
）

阿
久
根
地
区
防
犯
協
会
長
島
支
部
合
同
研
修

会
・
懇
談
会　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
フ
ェ
ス
タ　
　
　
（
文
化
ホ
ー
ル
周
辺
）

東
町
漁
協
新
年
度
予
算
要
望　
　
　
（
役
場
）

朝
日
新
聞
取
材　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

九
州
農
政
局
参
事
官
ほ
か
来
庁　
　
（
役
場
）

長
島
町
議
会
12
月
定
例
会　
　
　
　
（
役
場
）

北
さ
つ
ま
漁
協
来
庁　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

時
事
通
信
社
取
材　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

長
島
町
水
産
振
興
意
見
交
換
会（
鹿
児
島
市
）

商
工
会
女
性
部
キ
エ
ー
ロ
モ
ニ
タ
ー
座
談
会

(

商
工
会)

針
尾
公
園
整
備
説
明
会　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
大
陸
市
場
記
者
会
見　
　
　
　
（
役
場
）

文
部
科
学
大
臣
表
彰
伝
達　
　
　
　
（
役
場
）

大
字
平
尾
校
区
懇
談
会　
（
老
人
憩
い
の
家
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
開
通
式（
野
田
Ｉ
Ｃ
）

原
子
力
防
災
訓
練

統
計
功
労
者
表
彰
伝
達　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談
田
尻
校
区　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

福
崎
氏
叙
勲
伝
達　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会　
（
出
水
市
）

建
設
新
聞
取
材　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

学
校
統
合
再
編
三
者
会
議　
　
　
　
（
役
場
）

東
神
楽
町
出
発
式　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会　
（
阿
久
根
市
）

職
員
ア
イ
デ
ィ
ア
審
査
会　
　
　
　
（
役
場
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

仕
事
納
め
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

軍
服
の
父
の
遺
影
や
山
眠
る　
　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

山
粧
よ
そ
お

ふ
ポ
ス
ト
佇

た
た
ず

む
港
町　
　
　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

山
眠
る
木こ
び
き挽

の
法は

っ
ぴ被

返
し
縫
ひ　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

沐も
く
よ
く浴
の
嬰や

や

ゆ
っ
た
り
と
冬
ぬ
く
し　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

生
薬
の
効
き
目
は
遅
々
と
山
粧
ふ　
　
　
　

迫
口　

君
代

島
捿ず

み
の
空
の
広
さ
や
干
蒲
団　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

蒲
団
よ
り
抜
け
出
す
勇
気
万
歩
計　
　
　
　

大
堂　

早
苗

山
眠
る
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
子
守
唄　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

山
眠
る
流
れ
る
水
の
気
配
か
な　
　
　
　
　

大
堂　

光
幸

城
跡
の
紅
葉
色
づ
き
堀
に
舞
う　
　
　
　
　

坂
口　

静
子

大
根
を
干
し
て
農
家
の
冬
支
度　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

［
短
歌
］

牛
深
へ
連
絡
船
は
ゆ
っ
た
り
と
青
の
海
原
白
が
分
け
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
貢

小
さ
く
も
逞
ま
し
く
あ
り
胡
麻
し
じ
み
蜘
蛛
の
巣
く
ぐ
り

悠
然
と
舞
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
繁

わ
が
国
の
あ
た
た
か
き
人
そ
れ
ぞ
れ
の
食
卓
か
こ
み
な
ご

み
て
ゆ
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
仮
屋
辰
子

幼
き
に
登
り
遊
び
し
銀
杏
の
樹
輪
切
り
座
卓
と
な
り
て
届

き
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
木
　
良
平

［
俳
句
］

日
を
浴
び
て
雪
の
富
士
あ
り
通
過
駅
　
　
　
桐
野
　
眞
実

　人のためにつくす心やさしい
女性や自分を信じて夢をおいか
ける女性のお話をかわいいイラ
ストとともに紹介しています。

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ　

著

　「なんでそうなるの？」と思
いつつ、笑いがこみあげてきま
す。

「
も
う
ぬ
げ
な
い
」

堀
米　

薫　

著

「
お
ん
な
の
こ
の
で
ん
き
え
ほ
ん
」

雨
止
み
て
真
向
こ
ふ
山
に
湯
煙
と
見
紛ま

が

ふ
ほ
ど
に
霧
の
ま

い
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

年
末
の
歌
会
に
亡と

も友
が
も
て
な
し
し
手
打
蕎
麦
の
味
忘
れ

難
し
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

獲
物
追
ふ
勢
子
の
奇
声
に
驚
け
ど
猪し
し

を
仕
留
め
し
犬
静
か

な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

一
四
歳
で
母
の
着
物
に
て
も
ん
ぺ
縫
い
し
今
吾
八
十
路
を

支
え
ら
れ
生
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

煌こ
う

こ
う
と
光
る
明
星
い
だ
く
ご
と
上
弦
の
月
か
か
る
暁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

午
睡
の
夢
囀
る
小
鳥
に
覚
ま
さ
る
る
麓
の
住
家
は
穏
や
か

な
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

北
風
を
待
ち
ま
ち
て
太
き
甘
藷
切
る
こ
っ
ぱ
餅
好
む
病
む

人
思
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

鶏
頭
が
火か
え
ん炎
の
形
に
咲
き
続
く
石
組
み
花
壇
わ
が
島
道
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

花
燃
ゆ
の
テ
レ
ビ
に
映
り
し
養
蚕
に
吾
も
励
み
し
若
き
日

の
顕
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

赤
色
を
愛
で
ゐ
し
亡
夫
へ
貰
ひ
た
る
赤
実
数
多
の
黐も
ち

の
木

を
活
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

藪
の
中
移
る
小
鳥
の
声
の
み
が
聞
え
来
る
な
り
馬
鈴
薯
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
之
内
重
信

つ
ま
づ
き
て
畳
の
上
に
転
が
り
ぬ
次
第
に
独
り
お
か
し
き

笑
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
元
　
　
司

帰
る
家
あ
る
の
か
烏
い
つ
ま
で
も
夕
べ
の
空
を
た
だ
よ
い

飛
べ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
百
合
子

向
う
よ
り
逆
行
線
に
近
づ
き
ぬ
我
が
名
を
呼
べ
る
人
は
ど

な
た
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

枇
杷
の
木
が
い
つ
か
育
ち
て
花
咲
か
す
隣
の
家
の
種
子
こ

ぼ
れ
来
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

死
期
近
き
母
に
一
夜
を
つ
き
添
い
て
尿
を
取
り
た
り
共
共

あ
わ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

間
引
き
菜
を
胡
麻
に
あ
え
ん
と
こ
の
夕
べ
厨
に
わ
れ
の
佇

ち
て
い
る
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

　町に子どもの笑顔があふれ、町がこれからも
元気になるためには、これまでの住民とともに、
外からの新しい力も大切です。長島町では外か
らの移住者を受け入れるために、空き家や仕事
の提案、生活の相談などを行う仲間を募集して
います。
　４月には、近い将来移住を希望する「移住予
定者」と移住に積極的な「地域コミュニティ」
とのマッチングシステム「鹿児島移住ドラフト
会議」が鹿児島市内で開催されます。
　この「鹿児島移住ドラフト会議」には、鹿児
島県下で先進的な地域づくりに取り組む７地域

（日置市湯之元地域、南九州市頴娃町、鹿児島
市桜島地域、鹿屋市、上甑島、長島町、三島村）
が参加する予定です。
　ドラフトに参加する各地域では、腕利きのス
カウトが全国から募集した移住希望者の中か
ら、町に必要な人材をドラフト対象として指名
し、ドラフト指名が成立すれば、指名した地域
との１年間の独占交渉がはじまります。

　長島町移住サポートチームでは、２月中旬を
目処に、誰をドラフト指名するかの会議を開催
する予定ですが、次の日程で「鹿児島移住ドラ
フト会議」仕掛け人の永山由高氏をお招きして、
説明会を開催します。
　ご参加のほどお待ちしております。（説明会
に参加できない人も、いつでもお気軽にお声か
けください。）

○日　時
　平成 28 年 2 月 5 日（金）　午後４時～

○場　所
　役場副町長室（地方創生担当）

◎問い合わせ先
　役場総務課地方創生
　☎（86）1111［代表］

地域おこし協力隊の住居（貸家・貸部屋）
を募集しています
　人口減少や高齢化が進む本町において、地域
外の人材を積極的に受け入れ、地域の活性化と
人材の定住を図るため、地域おこし協力隊を登
用し、地域の力を維持・強化していくこととし
ています。
　そこで、隊員の住居として「貸家・貸部屋」
を募集します。
　空き家、離れなどを所有しているが、活用に
困っているという人はぜひご連絡ください。

◎問い合わせ先
　役場総務課地方創生
　☎（86）1111［代表］

長島町移住サポートチーム大募集！
～ 2 月 5 日（金）役場副町長室で説明会～

新しい通信制高校について、
みんなでアイデアを出しましょう

○日時
　１月 21 日（木）午後１時～午後３時
○場所
　町開発総合センター３階大会議室
○提案者
　KADOKAWA dwango「N 高校」担当者
○費用　無料
○募集人数
　先着 20 人～ 30 人程度（ただし、男女比や
　年齢構成を考慮する場合があります。）
◎申込・問い合わせ先
　役場総務課地方創生
　☎（86）1111［代表］

1213 Nagashima town Public Relations広 報 な が し ま



町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調

理
・
運
搬
業
務
委
託
者
募
集

　

平
成
28
年
度
以
降
の
調
理
・
運

搬
業
務
委
託
者
の
公
募
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

町
内
の
個
人
及
び
法
人

○
業
務
委
託
の
内
容

　

学
校
給
食
の
調
理
及
び
各
学
校

　

へ
の
配
送
業
務

○
開
催
日
時　

　

２
月
３
日(

水)

　
　

午
後
３
時
30
分
～

○
開
催
場
所

　

指
江
庁
舎
２
階
大
ホ
ー
ル

※
説
明
会
に
出
席
さ
れ
る
人
は
、

２
月
２
日
（
火
）
ま
で
に
教
育
総

務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

☎
（
88
）
５
６
７
９

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
生
募
集

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
生
活

で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。

※
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守

る
応
援
者
に
な
り
、
自
分
の
で
き

る
範
囲
で
活
動
し
て
い
た
だ
く
か

た
で
す
。

※
65
歳
以
上
の
か
た
は
、
高
齢
者

元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
日
時
・
場
所

　

平
成
28
年
２
月
16
日
（
火
）

　

①
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　

文
化
ホ
ー
ル

　

②
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内
容

　

・
認
知
症
と
は

　

・
認
知
症
の
診
断
・
治
療

　

・
認
知
症
の
予
防

○
参
加
料　

無
料

○
申
し
込
み
期
限

　

平
成
28
年
２
月
９
日
（
火
）

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
86
）
１
１
５
３

「
き
や
ん
せ
カ
フ
ェ
」
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を

　

荘
記
念
病
院
で
は
、
県
に
よ
る

「
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の

指
定
を
受
け
、
認
知
症
カ
フ
ェ
開

設
事
業
で
「
き
や
ん
せ
カ
フ
ェ
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
同
カ
フ
ェ

は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
ご
家
族

の
憩
い
の
場
と
し
て
、
認
知
症
に

関
心
の
あ
る
人
の
学
び
の
場
と
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

※
作
業
療
法
士
に
よ
る
レ
ク
リ
エ

　

ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
栄
養
士
に

　

よ
る
手
作
り
お
菓
子
な
ど
も
あ

　

り
ま
す
。

○
日
時

　

毎
月
第
１
土
曜
日

　
　

午
前
10
時
～
正
午

○
場
所

　

荘
記
念
病
院

　
（
出
水
市
高
尾
野
町
下
水
流
８
６
２
‐
１

　

 

デ
イ
ケ
ア
ら
い
む
内
）

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

荘
記
念
病
院

　

☎
（
82
）
３
１
１
３

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
第
３

次
募
集

○
受
験
資
格

　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
、
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を

有
し
て
い
る
健
全
な
者

○
採
用
予
定
人
員　
　

数
十
人

○
受
付
期
限

　

２
月
１
日
（
月
）
必
着

○
試
験
期
日
・
場
所

　

平
成
28
年
２
月
10
日
（
水
）

　
　

鹿
児
島
県
大
島
支
庁

　

平
成
28
年
２
月
11
日
（
木
）

　
　

陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯
地

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
薩
摩
川

　

内
出
張
所

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
４
０
１

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

平
成
27
年
度
福
祉
の
職
場
就
職

面
談
会

　

福
祉
の
職
場
の
人
事
担
当
者
と

就
職
希
望
者
が
、
仕
事
内
容
、
求

人
時
期
、
条
件
、
募
集
方
法
な
ど

に
つ
い
て
個
別
に
面
談
を
行
う

「
福
祉
の
職
場
就
職
面
談
会
」
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

平
成
28
年
２
月
５
日
（
金
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　
（
受
付
：
午
後
０
時
30
分
～
3
時
30
分
）

〇
場
所

　

鹿
児
島
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

　
（
鹿
児
島
市
与
次
郎
1
‐
8
‐
10
）

※
当
日
は
会
場
内
に
、
求
職
登
録

　

・
情
報
提
供
・
資
格
取
得
な
ど

　

相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
。

※
入
場
無
料
、
事
前
申
込
不
要
、

　

履
歴
書
不
要
、
入
退
場
自
由
と

　

な
っ
て
い
ま
す
。

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
５
８
）
７
８
８
８

夢
追
い
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
講
座
受
講
生
募
集

　

い
い
ア
イ
デ
ア
を
考
え
る
た
め

に
、
み
ん
な
で
楽
し
く
会
議
を
す

る
技
術
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

○
日
時

　

２
月
５
日
（
金
）
午
後
5
時
～
午
後
７
時

○
場
所

　

役
場
鷹
巣
庁
舎
３
階
庁
議
室

○
講
師

　

永
山
由
高
氏
（TenLab

理
事

長
、M

BC

「RadioBurn

」
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
）

○
参
加
料　

無
料

○
募
集
人
数

　

先
着
20
人
～
30
人
程
度
（
た
だ

し
、
男
女
比
や
年
齢
構
成
を
考
慮

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
地
方
創
生

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

第
３
回
「
獅
子
島
の
子
落
と

し
塾
」
参
加
者
募
集

　

現
役
大
学
生
が
勉
強
の
や
り
方

な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

獅
子
島
で
自
分
の
将
来
の
イ

メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
ま
せ
ん

か
。

○
募
集
対
象

　

中
学
生
（
町
内
に
限
る
）

○
日
時

　

1
月
30
日
（
土
）、
31
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

　

※
2
日
間
と
も
日
帰
り

○
場
所

　

旧
幣
串
小
学
校

○
費
用　

１
日
５
０
０
円

　
（
昼
食
代
・
軽
食
代
を
含
み
ま

す
。）

○
募
集
人
数

　

先
着
20
人
程
度

※
１
日
だ
け
の
参
加
も
妨
げ
ま
せ

ん
が
、
で
き
る
限
り
２
日
間
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
地
方
創
生

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

　長島町川床ふれあい広場施設は、都市と農村
との交流の場・ふれあいの場を確保するととも
に、特産品の試食、販売、宣伝及び三世代交流
健康増進を通じて、地域の連携を図り、併せて
農村の活性化に寄与することを目的としていま
す。
　今回、現在の指定期間が平成 28 年３月末日
をもって満了することから、改めて本町の農林
水産物を使った加工品の開発・販売、地域食材
をふんだんに使った飲食業が展開できる事業者
などを募集します。

○施設の概要
　施設の名称…長島町川床ふれあい広場施設
　　　　　　　（長島町川床 3444 番地８）
　施設の内容…管理棟（床面積 200.21 ㎡）
　　　　　　　（加工施設、倉庫、配膳室、
　　　　　　　厨房、案内所、玄関ホール、
　　　　　　　試食試飲コーナー兼研修室）

○応募資格
　一定の要件を満たす法人およびその他の団体

○応募方法（提出書類）　
　指定管理者の指定申請書、法人または団体に
　関する書類、管理運営の計画書、管理にかか
　る収支計画書など
　※必要に応じ追加資料の提出を求める場合
　　があります。
　　
○応募締切
　平成 28 年１月 22 日（金）

○提出方法
　持参または郵送

◎提出・問い合わせ先
　役場農林課　☎（88）5670

長島町川床ふれあい広場施設の指定管理者募集
（川床ふれあいの郷「まめや」）
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

第３回長島町サッカーフェスティバル

ロの技を学ぶプ
　12 月 13 日、川床コミュニティセンター運動場
で第３回長島町サッカーフェスティバルが開催さ
れました。
　この日は、サッカーのプロリーグＪ３への昇格
が決定した鹿児島ユナイテッドＦＣの登尾顕徳Ｇ
Ｍ（本町平尾出身）をはじめ、選手やコーチ４人
が訪れました。
　会場にはプロの技を学ぼうと、町内の小学生か
ら保護者など１３０人以上が参加し、サッカーを
を楽しみました。
　今回のイベントに参加した岩下龍成さん（鷹巣
小５年）は「今回のフェスティバルをとても楽し
みにしていました。サッカースクールで教わった
ことを練習でも続けていきたいです」と話してい
ました。

城川内小が手作り前掛けを奉納

の神に豊作祈願田
　12 月３日、城川内小学校（奥園正和校長）の６
年生９人が唐隈集落にある６体の田の神に手製の
前掛けを奉納しました。
　同校では、総合的な学習の時間に長島の歴史に
ついて学び、昨年に続いて田の神への前掛けを作
成することとなり、家庭科のミシンの学習で田の
神へ奉納する前掛けを作成しました。
　田の神への前掛けを交換した下平拓真くんは「前
掛けを作るのは大変でした。これからも、田の神
様に田んぼを守ってほしいです」と話しました。

　12 月 16 日、町保健福祉センターで「さくらん
ぼサークル」（上ノ町都子代表）が開催されました。
　このサークルは、赤ちゃんや小さな子ども連れ
のお母さん、妊婦となったお母さんなどが気軽に
立ち寄れてホッとできる場を提供したいという思
いで、上ノ町さんが約３年前から始めたサークル
です。
　この日は約 15 人のお母さんや乳幼児が参加し
ていました。上ノ町さんは「お母さん、お子さん
たちの新しい出会いを提供できると思います。遠
慮なく遊びに来てもって、育児の相談や情報交換
ができればいいと思っています」と話しました。
　さくらんぼサークルは、毎月２回程度開催して
います。日程などについては、保健福祉センター
に問い合わせください。

　12 月 17 日、東町漁協青壮年部は、町内の福祉
施設へ養殖ブリをプレゼントしました。
　同部はこの取り組みを毎年続けており、この日
は須嵜隆文部長が桃源郷やあかね園、長生園、ス
マイル園、さざ波の５施設へ、組合員が丹精込め
て育てた、今が旬の寒ブリを届けました。
　桃源郷では、利用者たちが玄関ロビーで須嵜部
長を出迎え、須嵜部長が「ブリを食べて元気に年
を越してください」とあいさつし、利用者代表へ
養殖ブリ「鰤王」が手渡されました。
　桃源郷の大川一成園長は「この施設では、よく
魚料理を提供するが、今回いただいたブリも煮付
けなどにして利用者へ提供したい」と笑顔で話し
ました。 ↑元気に遊ぶ幼児たちとサークル参加者

↑受賞された平藪さん（写真中央）

さくらんぼサークル

児の相談や情報交換の場を提供育

文部科学大臣表彰受賞

ポーツ推進委員として本町に貢献ス

東町漁協青壮年部が慰問

の寒ブリを味わって旬

↑サッカーを楽しむ参加者たち

↑前掛けをつける児童たち

↑利用者へ「鰤王」を手渡す須嵜部長（桃源郷）

　田尻の平藪武志さんが平成 27 年度スポーツ推
進委員功労者表彰の文部科学大臣表彰を受賞さ
れ、12 月 17 日、役場町長室で川添町長から伝達
されました。
　この表彰は、市町村のスポーツ推進委員として
地域スポーツの推進において特に功労が大きかっ
た人に贈られるものです。
　平藪さんは昭和 53 年から現在までの 37 年間、
本町のスポーツ推進委員として、スポーツ推進の
ための事業実施などに協力され、本町のスポーツ
推進に大きく貢献されました。

　12 月 21 日、 （故）福嵜久義さん（梅ノ木山）に、
長年にわたる地方自治の振興発展に貢献された功
績を賛え、叙勲旭日単光章が贈られ、川添町長か
らサツエ夫人へ伝達されました。
　同氏は、平成７年５月から平成 22 年４月まで
の 14 年 11 カ月間にわたり旧東町議会議員、長
島町議会議員として在職されました。この間、旧
東町議会建設経済常任委員会委員長、旧東町農業
委員会委員、長島町監査委員などの要職を歴任し、
円滑な議会運営に努め、町の産業振興、文化、福
祉の向上など地方自治の振興発展に尽力されまし
た。

↑サツエ夫人へ伝達されました。

福嵜久義氏叙位叙勲

業振興に尽力産
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　桐野瑞子さん（蔵之元）と牧清美さん（川床中）
の２人が、平成 27 年度統計功労者表彰を受賞し、
12 月 21 日、役場町長室で川添町長から伝達が行
われました。
　桐野さんは、これまで統計調査員として 20 年
以上携わり、農林業センサスでは 4 回の指導員
を歴任。2015 年農林業センサスでの功績が認め
られ「2015 年農林業センサス功績者農林水産大
臣表彰」の受賞となりました。
　牧さんは、これまで統計調査員として工業統計
や商業統計、経済センサス調査など統計調査員と
して 10 回以上従事し、各種統計業務に携わった
ことから「経済産業大臣官房審議官・調査統計グ
ループ長感謝状」の受賞となりました。

↑受賞した桐野さん（写真左）と牧さん（写真右）

平成 27 年度統計功労者表彰伝達式

町の統計調査に貢献本

　12 月 23 日、長島町町制施行 10 周年記念事業
「2015 ベースボール教室 in 長島」が、長島町総

合交流ターミナル施設で開催されました。
　この教室は、町内の野球・ソフトボール少年団
で活躍する選手たちが夢や目標を持って技術の向
上を図り、野球・ソフトボールの魅力や楽しさを
伝えるために開催されました。
　今回は、町制施行 10 周年記念事業ということ
で、福岡ソフトバンクホークスの牧原大成選手、
甲斐拓也選手、星野大地選手の３人の現役選手た
ちを招き、プロの指導を受けようと町内４つのソ
フトボール少年団、４中学校の野球部の選手たち
合わせて 92 人が参加しました。
　参加した山田幸輝さん（蔵之元小学校）は「実
力のあるプロの指導を受けて、いい経験ができま
した」と笑顔で話していました。

ベースボール教室 in 長島

フトバンクの選手が指導ソ

本浦小学校で竹灯篭祭り

地活用検討のきっかけに跡
　12 月 19 日、旧本浦小学校で竹灯篭祭りが行わ
れました。
　この日のために、白瀬、本浦、葛輪の３集落で
竹灯篭約４５０本を作成。小学校の校庭に所狭し
と据え付けられました。
　日が暮れるにつれ、灯をともした竹灯篭はきれ
いに光り出し、来場者を楽しませていました。ま
た、会場内では蒸かし芋も振る舞われ、寒空の中
来場した人たちを温めていました。
　この祭りの発起人である飯田満穂さん（本浦）
は「本浦小学校が閉校して約１年が経とうとして
いる。閉校後の跡地活用を話すきっかけになって
欲しく竹灯篭祭りを考えた」と小学校への思いを
話してくれました。

町商工会小学生なわとび大会

分の記録に挑戦自
　12 月 19 日、「小学生なわとび大会」が長島町総
合町民体育館で開催されました。
　同大会は、町商工会（古田義富会長）が毎年開
催しており、この日は町内の小学生 172 人が参加
しました。
　個人戦では、持久跳び、あや跳び、二重跳び、
後ろ跳びの４種目で競い、団体戦では、小学校チー
ムごとに分かれ、３分間で八の字跳びを何回跳べ
るかを競い合いました。
　子どもたちは、応援に駆け付けた保護者からの
声援を受けながら、日ごろの練習の成果を十分に
発揮していました。

↑約４５０本の竹灯篭が並んだ本浦小学校校庭

↑持久跳びに挑戦する児童たち

　大会の結果は次のとおりです。（１位のみ）
持久跳び（各学年）
　１年 白濵　花波（獅子島）　２年 久保　安奈（川床）
　３年 松尾悠之介（鷹　巣）　４年 岩下　海里（鷹巣）
　５年 大平　真碧（鷹　巣）　６年 出水　　凜（鷹巣）
あや跳び（低・中・高学年）
　１年 三反田怜矢（川　床）　３年 宇都　陽音（獅子島）
　５年 脇田　莉未（蔵之元）
二重跳び（低・中・高学年）
　２年 濵村　哲昇（鷹　巣）　４年 出水　　翔（鷹巣）
　６年 小川　航平（平尾）
後ろ跳び（低・中・高学年）
　１年 水口　仁悠（川　床）　４年 石田　悠里（鷹巣）
　５年 大平　真碧（鷹　巣）
八の字跳び（小学校チーム対抗）
　平尾小学校５年（３９９回）

↑投球フォームを習う中学生

↑話しを真剣に聞く小学生
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（　）内は前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謹
ん
で
お
悔
み

　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

10,921 (-15)

平成 27 年 12 月 31 日現在

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,264 (-12)
5,657 ( - 3 )

  4,451 ( - 8 )

　

町
で
は
昨
年
10
月
に
町
内
で
絶
景
の

場
所
８
カ
所
を
長
島
八
景
と
し
て
指
定

し
ま
し
た
が
、
今
回
各
箇
所
に
全
八
景

の
場
所
を
記
し
た
長
島
地
図
を
備
え
た

石
標
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
石
標
は

町
が
現
在
進
め
て
い
る
地
元
の
自
然
石

を
使
っ
た
石
積
み
と
石
張
り
を
組
み
合

わ
せ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
長
島
を
訪
れ
る
観
光
客
等
に

Ｐ
Ｒ
し
て
本
町
の
絶
景
八
カ
所
を
周
遊

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

長
島
八
景
に
石
標
設
置

▽
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
「
広
報
長

島
」を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

元
旦
は
初
日
の
出
を
撮
る
か
、

郵
便
局
の
出
発
風
景
を
撮
る
か
悩

ん
だ
結
果
、
出
発
風
景
を
撮
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
撮
影
後
に
画
像

を
確
認
す
る
と
半
分
以
上
が
真
っ

黒
に
…
。
理
由
を
考
え
る
暇
も
な

く
毎
床
へ
向
か
い
日
の
出
を
撮
り

確
認
す
る
と
ま
た
も
や
真
っ
黒
。

そ
こ
で
よ
う
や
く
カ
メ
ラ
が
壊
れ

た
事
に
気
づ
き
ま
し
た
。
幸
先
の

良
い
ス
タ
ー
ト
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
今
年
も
町
民
の
皆
さ
ま
温
か

い
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　
（
濵
田
将
尚
）

◆
訂
正
と
お
詫
び
◆

　

広
報
「
長
島
」
12
月
号
で
次
の

記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

○
17
ペ
ー
ジ
の
文
部
科
学
大
臣
表

彰
受
賞

（
誤
）

　

文
部
化
が
大
臣
表
彰

（
正
）

　

文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

　

訂
正
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

長
島
八
景 

①
黒
之
瀬
戸
自
然
公
園

　
（
う
ず
し
お
パ
ー
ク
）

②
上
り
浜
パ
ー
ク

③
長
崎
鼻
灯
台
公
園

④
な
が
し
ま
風
車
公
園

⑤
針
尾
公
園

⑥
赤
崎
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ク

⑦
毎
床
風
車
公
園
展
望
所

⑧
行
人
岳

↑針尾公園に設置された石標

↑
石
標
の
横
に
は
八
景
所
在
地
の
地
図
も
整
備

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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年
賀
状
配
達
始
ま
る

　

１
月
１
日
の
午
前
７
時
過
ぎ
、

指
江
郵
便
局
で
は
配
達
員
が
年
賀

状
を
各
家
庭
に
届
け
る
た
め
に
出

発
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
指
江
郵
便
局
で
配
達

す
る
年
賀
状
は
、
約
７
万
６
千

通
。
午
前
中
に
各
家
庭
へ
届
け
る

た
め
９
人
の
配
達
員
が
新
春
の
町

へ
勢
い
よ
く
飛
び
出
し
て
い
き
ま

し
た
。



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１６２

８ ９７

１５

１０ １３

１４

２２ ２３

１７ １８ ２０

２１

１２

５４

１９

１１

1/31 ２ ３１ ６

２４ ２５ ２６

１６

２８

２７

２９ 3/1 3/2 3/3 3/4 3/5

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎からだスッキリ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○キッズクリニック 63-7707
○福永内科循環器科 62-8200　
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○よしもと歯科クリニック 75-3333
□長島調剤薬局 64-5555
◇キッズクリニック 63-7707

□獅子島ウォーク２０１６
（獅子島）

□北島ファミリー・コレクション
HKOコンサート（町文化ホール）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

建国記念日

○長島クリニック88-6405
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○奥田蘇明会医院 82-3998
○有村産婦人科・内科 73-4180
○上野歯科医院 63-2306
□しおかぜ薬局 88-6011
□こがね薬局 64-1132
□さかえまち薬局 72-0978

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○よう皮ふ科医院 63-1112
○二宮医院 62-0167
○上園医院 73-1055
○金子歯科医院 63-2150
□あすか薬局 63-7322
□本町薬局 73-3233
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎からだスッキリ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎１歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○東医院 67-1861
○つかさとクリニック 67-5560
○内山病院 73-1551
○あくね歯科医院 72-0556
□あじさい薬局 67-2055
□いまがま調剤薬局 65-7550
□本町薬局 73-3233
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

●２月 11日は建国記念の日です。
　建国記念の日は「建国をしのび、国を愛する心を養う」ことを趣旨として
います。この日は、記紀によると紀元前 660 年、神武天皇が即位したとさ
れている日です。

祝日には、国旗を掲げましょう！

○鷹巣診療所 86-0054
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○高尾野診療所 82-0017
○鶴見医院 73-0553
○おてき歯科医院 63-0393
□長島調剤薬局 64-5555
□クレイン調剤薬局 63-4300
□高尾野会営薬局 64-2110
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇こどもクリニック永松 64-1500


